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＜補足説明＞対象案件・対象種目 （２）種目

発注時の細目・所在地区分・規模等の入札参加条件は、次のスライドを参照し
てください。



＜補足説明＞

令和３年度の発注実績を、入札参加条件とともに参考に掲載しています。

こちらの資料は、公社ホームページのトップページ「お知らせ」に、11月17日
付けで掲載している資料「建築物定期点検（12条点検）等の委託業務にお

ける条件付一般競争入札への移行及び電子入札システム導入について」
の３ページの抜粋です。
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＜補足説明＞（１）電子入札システム利用申請受付期間

公社の電子入札システムをご利用いただくためには、事前に、事業者の
皆様からの利用申請が必要となります。

申請受付期間は令和３年12月24日までです。この期間に申請をされな
かった場合は、令和４年４月以降、順次受付を開始する予定です。

しかしながら、令和４年４月以降に申請する場合、現行ですと、申請から
審査終了（登録完了）まで最低２週間を要しているため、申請のタイミン
グによっては、希望の入札に参加できないことがあり得るため、12月24
日までの期間に申請するようにしてください。
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＜補足説明＞

導入前は全者に「公募型指名競争入札参加意向申出書」の提出を求め
ていましたが、導入後は、当該申出書の提出は不要となります。

また、委託業務経歴書等の資格審査書類の提出が必要な場合は、開札
後、落札候補者のみに提出を求めるため、手続きが簡略化されます。

併せて、入札手続きは全てインターネットを経由して行うため、必要書類の
郵送や直接公社へ足を運ぶ必要がなくなり、事業者の皆様の利便性の
向上が図られます。



＜補足説明＞

ご利用いただくシステムは、大きく分けて２つです。

・ １つ目は「電子入札システム」で、入札から開札まで、手作業で行ってい
た一連の入札の手続きをこちらの電子入札システムにより行います。

利用にあたっては、電子入札の利用申請とＩＣカードの登録が必要です
。

・ ２つ目は「入札情報公開システム」で、発注情報の公開や入札・契約結
果の確認を行うものです。

こちらはどなたでもご覧いただけます。

注意が必要なのは、設計図書のダウンロード方法です。

ダウンロードのためのパスワードを「電子入札システム」から取得した上で、「
入札情報公開システム」で設計図書をダウンロードします。

（詳細は、操作説明編に記載しています。）

それぞれのシステムの利用時間にもご注意ください。
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＜補足説明＞

「インターネットエクスプローラー」で公社のホームページを開き、①または
②の方法によりシステムに入ってください。

（Edgeで開くとシステムの不具合を起こしますので、必ずインターネットエク
スプローラーで開いてください。）

①公社のホームページのトップページから、「電子入札システムポータルペ
ージ」を押下し、「電子入札システム」「入札情報公開システム」へ入ってくだ
さい。

または、

②公社のホームページの発注・入札・契約情報のページから、「電子入札シ
ステムポータルページ」を押下し、「電子入札システム」「入札情報公開シス
テム」へ入ってください。
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＜補足説明＞（２）申請方法

申請書に記載する内容は、業者コード、会社名、代表者名等の基本的事項
です。

横浜市一般競争入札有資格者名簿と同様の内容を記載してください。



＜補足説明＞

申請後、当公社より、受付完了の旨のメールを返信します。

その後、当公社が審査を行い、3月末頃に、審査（登録）完了の旨のメール
を、申請書に記載されたメールアドレスに送信します。

審査（登録）完了のメール受信後、電子入札システムでＩＣカードの登録を行
います。

（詳細は、操作説明編に記載しています。）
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＜補足説明＞

調達公告は毎週火曜日午前９時に公表されます。

調達公告は、「公社ホームページのトップページ右側画面」及び「入札情報
公開システムで検索する各案件の画面」で公表しています。
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＜補足説明＞

設計図書をダウンロードするためのパスワードを「電子入札システム」から取
得した上で、「入札情報公開システム」で設計図書をダウンロードします。

（詳細は、操作説明編に記載しています。）
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＜補足説明＞

質問専用メールアドレスは組織メールアドレスであるため、メール送信時に「 
開封確認」を要求すると、多数の職員の「開封通知メール」が届きます。予
めご了承ください。
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＜補足説明＞（３）再度入札について

１回目の開札の結果、無効または最低制限価格未満で失格となった場合は
、再度入札に参加できません。
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＜補足説明＞

６ 紙入札への対応について

やむを得ない事情があると認められない場合は紙入札を認められない
ため、入札はなるべく余裕を持って行ってください。

７ 電子くじについて

電子入札システムで自動的に落札候補者をくじにて決定するため、入札
時に「くじ番号」（任意の３桁の数字）の入力をお願いします。
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＜補足説明＞

電子入札システムから、通知した旨のメールが届きますが、メールには通知
の内容が書いてないため、メール受信後にシステムに入り、通知の内容を
確認してください。

（５）競争参加資格確認申請書受付票 について

委託業務経歴書等の資格審査書類の提出が必要な案件の場合は、開札
後、落札候補者のみに当該書類を提出していただきます。

提出期限は、原則開札日の翌々日（金曜日）正午までとします。

期限を過ぎてしまうと、次点の入札者が落札候補者となりますので、ご注
意ください。

資格審査書類提出後、受付票が通知されます。
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＜補足説明＞

建築物定期点検及び建築設計の委託業務は、最低制限価格適用案件で
す。

調達公告に、アの場合は【率】と記載し、イの場合は【算出式】と記載します 
。

こちらの資料は、公社ホームページのトップページ「お知らせ」に、11月17日
付けで掲載している資料「建築物定期点検（12条点検）等の委託業務にお
ける条件付一般競争入札への移行及び電子入札システム導入について」
の３ページの抜粋です。
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＜補足説明＞

お時間のある時に関係規定をご覧ください。

契約不適格者認定等措置要綱等については、次のスライドで説明します。
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＜補足説明＞

こちらの資料は、公社ホームページのトップページ「お知らせ」に、令和３年
４月１日付けで掲載している資料「契約不適格者認定制度の導入について
」の抜粋です。

令和３年度より、横浜市の指名停止制度等を参考に、粗雑工事や事故の防
止対策として、契約不適格者認定制度を導入しています。

建築物定期点検及び建築設計の委託業務は、「事故の防止対策」の対象と
なりますので、ご留意ください。
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